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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 49,393 53,149 67,332

経常利益 (百万円) 1,252 2,271 1,662

四半期(当期)純利益 (百万円) 571 1,580 720

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,456 2,247 5,869

純資産額 (百万円) 65,682 69,910 68,088

総資産額 (百万円) 86,759 93,121 88,644

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.03 19.43 8.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.03 19.38 8.86

自己資本比率 (％) 74.6 74.1 75.7
 

 

回次
第54期

第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.86 7.02
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当第３四半期連結累計期間より表示方法の変更を行ったため、第54期第３四半期連結累計期間及び第54期に

ついては、当該表示方法の変更を反映させた組替後の数値を記載しております。

なお、表示方法の変更の内容については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（追

加情報）」に記載しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国を中心とした緩やかな景気回復が続く中で、欧州や新興

国経済の先行きなどが懸念され、一部弱さもみられました。日本では、消費税増税や円安による輸入コストの上

昇などの影響を受けましたものの、緩やかな景気回復基調が続きました。

当社グループ関連の事業環境につきましては、自動車関連分野における生産活動の回復基調がさらに進展し、

また半導体およびＯＡ機器関連分野の需要も堅調に推移しました。

このような状況のもと、当社グループは、新しい組織体制のもとでその総合力を活かして事業拡大を図ってま

いりました。販売面では、新製品提案を重点とした営業活動をグローバルに継続展開し、生産面では、品質およ

び生産効率の向上などに技術、製造が一体となって取組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は531億49百万円（前年同期比7.6％増）、営業利益は18

億42百万円（前年同期比122.3％増）、経常利益は22億71百万円（前年同期比81.4％増）、四半期純利益は15億80

百万円（前年同期比176.6％増）となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

① 電子デバイス事業

当事業では、自動車関連入力デバイスを中心に順調な出荷が続き、全体として売上げは前年を上回り、利益

は大幅に改善しました。

入力デバイスは、自動車の電装化を背景に自動車用キースイッチおよびタッチスイッチの出荷が順調でし

た。また、薄型ノートパソコン用タッチパッドは、新機種向けの出荷が好調でした。ディスプレー関連デバイ

スは、視野角制御フィルム（ＶＣ-Ｆｉｌｍ）の出荷がやや回復し、液晶接続用コネクターも堅調に推移しまし

た。コンポーネント関連製品は、防水製品の出荷が伸び悩み、売上げは前年を下回りました。

この結果、当事業の売上高は136億21百万円（前年同期比10.8％増）、セグメント利益（営業利益）は８億85

百万円（前年同期は89百万円の利益）となりました。

 

② 精密成形品事業 

当事業では、ＯＡ機器用部品、半導体関連容器などの出荷が堅調に推移し、全体として売上げは前年を上回

りました。

ＯＡ機器用部品は、主要ユーザー向け製品が安定した出荷で推移しました。シリコーンゴム成形品は、メ

ディカル関連、電子部品関連、建材関連など全般に堅調な出荷が続き、売上げを伸ばしました。半導体関連容

器は、半導体業界の需要が堅調で、売上げは前年を上回りました。キャリアテープ関連製品は、自動車電装分

野向けやスマートフォン向けなど旺盛な需要が続き、売上げは前年を上回りました。

この結果、当事業の売上高は213億82百万円（前年同期比11.1％増）、セグメント利益（営業利益）は16億50

百万円（前年同期比8.9％増）となりました。
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③ 住環境・生活資材事業

当事業では、国内の消費税増税による消費の落ち込みなどの影響がありましたものの、全体として売上げは

前年をやや上回りました。

ラッピングフィルムなど包装資材関連製品は、食品スーパーマーケット向けの出荷が伸び悩み、また、販売

価格の改定が不調となりました。機能性コンパウンドは、自動車用、電線用ともに新製品の堅調な出荷が続

き、売上げを伸ばしました。塩ビパイプ関連製品は、住宅着工戸数の低迷や消費税増税の反動を受けましたも

のの、拡販活動および改定価格を維持させることで売上げは前年をやや上回りました。外装材関連製品は、需

要低迷の中、価格競争などの影響で、売上げは伸び悩みました。

この結果、当事業の売上高は139億72百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント損失（営業損失）は６億９

百万円（前年同期は６億68百万円の損失）となりました。

 

④ その他

工事関連では、首都圏を中心に商業施設の新築・改装物件の受注を獲得しましたが、全体として売上げは前

年並みとなりました。

この結果、その他の売上高は41億73百万円（前年同期比0.1％減）、セグメント損失（営業損失）は48百万円

（前年同期は81百万円の損失）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は23億47百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 320,000,000

計 320,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 82,623,376 82,623,376
東京証券取引所
（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は
100株であります。

計 82,623,376 82,623,376 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 82,623,376 ― 11,635 ― 10,469

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成26年９月30日の株主名簿により記載しております。　

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 

普通株式 1,297,800
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  
 

81,271,100
812,711 ―

単元未満株式
普通株式  
 

54,476
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 82,623,376 ― ―

総株主の議決権 ― 812,711 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式48株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
信越ポリマー株式会社

東京都千代田区神田須田
町一丁目９番地

1,297,800 － 1,297,800 1.57

計 ― 1,297,800 － 1,297,800 1.57
 

 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人原会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 35,139 35,923

  受取手形及び売掛金 18,090 ※２  19,943

  商品及び製品 4,859 5,379

  仕掛品 938 1,233

  原材料及び貯蔵品 2,217 2,189

  未収入金 1,103 1,101

  繰延税金資産 828 652

  その他 1,564 2,107

  貸倒引当金 △273 △370

  流動資産合計 64,468 68,161

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,991 6,803

   機械装置及び運搬具（純額） 5,669 5,453

   土地 6,210 6,723

   建設仮勘定 851 1,431

   その他（純額） 1,046 1,056

   有形固定資産合計 20,770 21,467

  無形固定資産   

   ソフトウエア 496 411

   その他 158 136

   無形固定資産合計 655 548

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,333 1,557

   繰延税金資産 330 330

   その他 1,086 1,055

   投資その他の資産合計 2,750 2,943

  固定資産合計 24,176 24,959

 資産合計 88,644 93,121
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 13,134 ※２  15,611

  短期借入金 0 0

  未払金 1,801 2,079

  未払法人税等 184 307

  未払費用 1,349 1,654

  賞与引当金 960 707

  役員賞与引当金 36 31

  その他 908 966

  流動負債合計 18,376 21,358

 固定負債   

  長期借入金 1 1

  退職給付に係る負債 1,645 1,331

  資産除去債務 148 148

  その他 383 370

  固定負債合計 2,178 1,851

 負債合計 20,555 23,210

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 11,635 11,635

  資本剰余金 10,469 10,469

  利益剰余金 45,065 46,156

  自己株式 △948 △812

  株主資本合計 66,221 67,449

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 256 413

  為替換算調整勘定 609 1,150

  退職給付に係る調整累計額 53 33

  その他の包括利益累計額合計 918 1,597

 新株予約権 133 63

 少数株主持分 814 801

 純資産合計 68,088 69,910

負債純資産合計 88,644 93,121
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 49,393 53,149

売上原価 37,153 39,128

売上総利益 12,240 14,021

販売費及び一般管理費 11,411 12,178

営業利益 829 1,842

営業外収益   

 受取利息 175 190

 為替差益 268 490

 その他 69 55

 営業外収益合計 513 736

営業外費用   

 固定資産除却損 61 282

 その他 28 25

 営業外費用合計 90 308

経常利益 1,252 2,271

特別利益   

 固定資産売却益 14 －

 投資有価証券売却益 1 －

 新株予約権戻入益 50 62

 特別利益合計 67 62

特別損失   

 たな卸資産処分損 210 －

 特別損失合計 210 －

税金等調整前四半期純利益 1,109 2,333

法人税、住民税及び事業税 553 592

法人税等調整額 △3 188

法人税等合計 549 780

少数株主損益調整前四半期純利益 559 1,553

少数株主損失（△） △11 △26

四半期純利益 571 1,580
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 559 1,553

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 103 157

 為替換算調整勘定 2,793 556

 退職給付に係る調整額 － △19

 その他の包括利益合計 2,896 694

四半期包括利益 3,456 2,247

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,370 2,258

 少数株主に係る四半期包括利益 86 △11
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定

の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付

の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が296百万円減少し、利益剰余金が296百万

円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。
 

 
(追加情報)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(表示方法の変更)

前第３四半期連結累計期間において、「特別損失」に表示しておりました「固定資産除却損」は、当第３四半

期連結累計期間より「営業外費用」に表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「特別損失」の「固定資産除却損」

に表示しておりました61百万円は、「営業外費用」の「固定資産除却損」として組み替えております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１　偶発債務

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

当社従業員の住宅資金
借入に対する保証債務

６百万円 ５百万円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 －百万円 519百万円

支払手形 －百万円 858百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 1,927百万円 2,355百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 365百万円 4.50円 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

平成25年10月23日
取締役会

普通株式 365百万円 4.50円 平成25年９月30日 平成25年11月27日 利益剰余金
 

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

   該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 365百万円 4.50円 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年10月27日
取締役会

普通株式 365百万円 4.50円 平成26年９月30日 平成26年11月27日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
電子デバイス 精密成形品

住環境・生活
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 12,289 19,252 13,671 45,213 4,179 49,393

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 12,289 19,252 13,671 45,213 4,179 49,393

セグメント利益又は損失（△） 89 1,515 △668 936 △81 854
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事関連事業などを含んでおります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 936

「その他」の区分の損失 △81

棚卸資産の調整額 △36

固定資産の調整額 7

貸倒引当金の調整額 2

四半期連結損益計算書の営業利益 829
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当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
電子デバイス 精密成形品

住環境・生活
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 13,621 21,382 13,972 48,976 4,173 53,149

  セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 13,621 21,382 13,972 48,976 4,173 53,149

セグメント利益又は損失（△） 885 1,650 △609 1,926 △48 1,877
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事関連事業などを含んでおります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,926

「その他」の区分の損失 △48

棚卸資産の調整額 △44

固定資産の調整額 7

貸倒引当金の調整額 2

四半期連結損益計算書の営業利益 1,842
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ７円03銭 19円43銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 571 1,580

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 571 1,580

   普通株式の期中平均株式数(千株) 81,280 81,318

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円03銭 19円38銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

   普通株式増加数(千株) 7 212

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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２ 【その他】

第55期(平成26年４月１日から平成27年３月31日まで)中間配当について、平成26年10月27日開催の取締役会におい

て、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

① 配当金の総額                                 365百万円

② １株当たりの金額                               4円50銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月10日

信越ポリマー株式会社

取締役会  御中

 

監査法人　原会計事務所
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   横   田   純   二   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   島   崎   義   司   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている信越ポリマー株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、信越ポリマー株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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